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白河の桜綺麗だがんね～。楽しみだね～。
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福島県トレセンＵ－14　フランス遠征参加
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馬さん（白二中２年）
池
い け だ

田陽
ようすけ

介さん（白二中２年）

３月20日～27日／フランス・ボルドーほか

※学年は遠征時のものです。

　本市の友好都市、三重県桑名市の「桑名
の千羽鶴保存会」から、１万羽を越える
千羽鶴が届きました。これは、同保存会が、
約200年の歴史を持つ桑名の千羽鶴を被災
地へ届けるため始めた「桑名の千羽鶴『絆

きずな

』
プロジェクト」によるものです。メッセージ
入りの千羽鶴は、私たちに勇気を与えてく
れます。

　３月３日から５日まで、文化センターや東文化センタ
ーなど県南地方の会場で、映画「トテチータ・チキチー
タ」の先行上映会が行われました。
　初日には、舞台あいさつが行われ、出演者の豊
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裕さんが映画の
魅力や撮影の思い出などを話しました。
　この映画は、戦争で家族を失った少女が約60年の時
を経て、生まれ変わった家族と再会することを描いた心
温まるファンタジー映画です。本市など県内各地をロケ
地として撮影が行われました。　
　会場には、松原さんや豊原さんたちを一目見ようと大
勢の観客が詰めかけ、映画を楽しみました。

　小さなお子さんからお年寄りの方まで、映画を見て
感動して泣いてほしいです。

※映画の情報は、映画「トテチータ・チキチータ」オフィシャルwebサイト（http://www.totecheeta-movie.jp/）をご覧
　ください。なお、大昭和祭り（４月29日㈷）で上映される予定です。

　映画を見て、家族を大切にしてほしいと思います。

・・・出演者の皆さんのメッセージをお届けします・・・▲３月３日、文化センターの様子。ダルライザーが 
　登場し、鈴木市長と樵

きこり

隆
た か お

男県南地方振興局長が出
　演者に白河だるまを手渡しました

▲舞台あいさつ後、出演者の皆さんは翠楽苑を訪れ、
　お茶を楽しみました

Cinema
しましょう！

●白河をロケ地とした映画などを
　　　　　　　　　　　紹介するコーナーです。

シネマ ■「トテチータ・チキチータ」先行上映会

　家族は離れていてもつながっています。そんな家族の
きずながテーマのこの映画を見て、温かい気持ちにな
ってもらえたら嬉しいです。

松原智恵子さん

　映画を見て、ひとときでも楽しい気持ちになってほ
いです。

豊原功補さん

葉山奨之さん

寿理菜さん

▲マイタウン白河の様子

　２月26日から３月４日まで、大工町・本
町・中町の店舗に江戸時代から現代までの
様々なおひな様が飾られました。また、マ
イタウン白河では、約400体のひな人形が
一堂に展示されたほか、白河、白河東、白
河西幼稚園の園児による陶芸ひな人形展も
開催されました。訪れた方は、様々な種類
のひな人形を興味深く見ていました。
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川瀬七緒さん
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　「よろずのことに気をつけよ」で第57回江戸川乱歩賞を受賞した
本市出身の作家・川

か わ せ

瀬七
な な お

緒さんの講演会が３月18日に行われ、小説の
舞台となった白河や、創作にまつわるエピソードを話してくれました。
その際に、広報白河のインタビューに答えてくれました。　

▲「ミステリーと白河」をテーマに講演する川瀬さん

　　講演会に際し、白河を訪れた感想をお聞かせください。
　白河市は国の認定を受けて、徐々にまちなかが魅力的に変わっ
ていっている感じがします。そして、新しい図書館。近くにこん
な図書館があったら、どんなに幸せだろうと思います（笑）。
　　今後の書かれる小説はどんなテーマですか。
　そうですね。今、法医学にまつわる題材で書き上げるつもりです。
今年７月に発刊される予定ですので、白河の皆さんにぜひ読んで
いただきたいですね。
　　市民の皆さんにメッセージをお願いします。
　白河の皆さんには、粘り強く頑張ってもらいたいという思いで
いっぱいです。そして何より若者の力に期待したいと思います。
「若者がんばれ　白河頑張れ」。
　　ありがとうございました。


